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公益財団法人ヤマハ発動機スポーツ振興財団 平成29年度の主な事業活動の実績 

スポーツを通じて、夢・目標の実現にチャレンジするアスリートや指導者、研究者等の活動を助成する本事業で

は、平成29年度（第11期生）チャレンジャーとして30件（名）を助成（うち2名は奨学生）。助成期間中には

PDCAを基軸とする独自のサポートプログラム（四半期報告、中間報告会、成果報告会など）により、競技成績

の向上や研究の進展を支援しました。また、平成30年度（第12期生）のチャレンジャーとして、26件（名）総

額27,043千円の助成を決定しました。近年の傾向として、中学生／ジュニアユース年代で明確な夢・目標を描

き、世界の舞台にチャレンジする若き助成対象者が増えています。 

設立10周年関連事業 

第11回YMFSチャレンジャーズ・ミーティング（熱海）で12期生への贈呈式を開催 

第11期生による成果報告会。審査委員から激励やアドバイ

スが贈られた 

上半期の活動を振り返る中間報告会。下半期のチャレンジ

に向けて目標への到達レベルや課題を確認 

明確な目標と計画を掲げ、世界にチャレンジする若者たち 

設立10周年を迎えた記念事業として、各事業活動の協力

者、チャレンジ助成事業の対象者OB・OG、財団役員の皆

様とともに「感謝の集い」を開催し、旧交を温め、新たな

10年へのチャレンジと発展を誓い合いました。また「10周

年記念誌」の発行や、中期事業活動方針「Active 5」に

沿った広報媒体の総合的な見直し等を行いました。 

スポーツチャレンジ助成事業 



心身ともに健全な子どもたちの育成を目指し、小・中・高校生を対象に葉山マリーナ（神奈川県）を拠点として

運営している本スクールは、平成29年度36名のスクール生でスタート。セーリング指導、強化練習に加え、水

辺の体験や安全など総合的なプログラムを実施。低学年のスクール生には海や自然に触れ楽しむことを主眼に指

導を行い、ジュニア・ユース世代のスクール生は、国際大会の運営補助等を通じて国際交流を体験しました。 

第26回大会は、平成30年3月23～25日、NPO法人静岡県セーリング

連盟と共催。過去最多となる全国40クラブから153選手が参加しまし

た。春の風物詩として定着した本大会の特長は、国内トップ級の講師

陣による技術指導や、気象予報士による講習会が開かれる「学べるレ

ガッタ」であること。今大会は、レーザー4.7級とレーザーラジアル級の2クラスが世界選手権派遣の国内選考を

兼ねて行われました。 

スポーツチャレンジ体験事業 

●共催：NPO法人静岡県セーリング連盟 ●協賛：三井住友海上火災保険株式会社、ヤマハ株式会社、株式会社ワイズギア、株式会社舵社、株式会社ヤマハトラベルサービス、株式会社

ノースセール・ジャパン、パフォーマンスセイルクラフトジャパン株式会社、有限会社SAIL FAST、株式会社丸玉運送 ●後援：スポーツ庁、公益財団法人日本スポーツ協会、静岡県、

静岡県教育委員会、公益財団法人静岡県体育協会、浜松市、浜松市教育委員会、公益財団法人浜松市体育協会、中日新聞東海本社、静岡新聞社・静岡放送、静岡朝日テレビ、NHK静岡放

送局、静岡第一テレビ、テレビ静岡、K-mix、FM Haro!、日本オプティミストディンギー協会、日本レーザークラス協会、日本FJ協会、日本420協会、ミニホッパー協会、一般社団法人

日本ジュニアヨットクラブ連盟 

ジュニアヨットスクール葉山 

第26回セーリング・チャレンジカップ IN 浜名湖 

セーリング練習に加えて、水辺体験を促進する総合的なプログラムを通じて逞しく成長して

いくスクール生たち 

夏休みに開いた「水辺の安全

講習会」 

年2回開く保護者会では、ス

クール生の指導方針を確認 

大会史上最多の40クラブ・

153選手が出場 

国内トップ級の指導陣による

指導や講習会を実施 

絶好のコンディションの中、熱戦を繰り広げたジュニア／ユース選手たち 

海や自然に親しむ総合的なプログラムで、楽しく、逞しく 

浜名湖の春の風物詩 「学べるレガッタ」に全国から大会史上最多の出場 

「第 26回YMFSセーリング・

チャレンジカップ IN 浜名湖」

は、スポーツ振興くじ助成金

を受けて実施しました。  



子どもたちのスポーツ機会の充実を目的に、保育園・幼稚園、小・中学校、特別支援学校、スポーツ団体等を対

象に実施している本事業では、全国875校・団体から申請を受け、抽選会を経て125校・団体（被災地支援5校を

含む）にスポーツ教材を提供しました。また、当財団近隣の静岡県西部地域の3市1町の小学校を対象とする「は

じめてのタグラグビー教室」は、ヤマハ発動機（株）の協力のもと11校で実施しました。本年度も全国で1万人

を超える子どもたちが参加したこの事業では、提供先から寄せられる活動報告から、日頃、課題意識を持って取

り組む教員・指導者の姿を窺い知ることができました。 

本事業は、子どもたちが水辺や自然に触れ、そこで発見・体験したことを描くことで感性を育み、のびのび

とした成長の一助となることを願って実施しています。本年度は、全国の保育園・幼稚園、小学校、絵画教

室等、合わせて679団体・9,696作品の応募があり、審査会を経て、文部科学大臣賞、国土交通大臣賞、環

境大臣賞、農林水産大臣賞各1作品を含む入賞40作品（入選601作品）を決定。大臣賞受賞者は所属校等の

協力を得て表彰式を開催するとともに、入賞作品は当財団ホームページや「ジャパンインターナショナル

ボートショー2018」の会場、ヤマハ発動機コミュニケーションプラザにて展示・公開しました。 

●共催：ヤマハ発動機株式会社（タグラグビー指導） 

●特別協賛：ヤマハ発動機株式会社 ●協賛：Love the Earth 実行委員会、三井住友海上火災保険株式会社、株式会社舵社、マルマン株式会社、株式会社ワイズギア ●後援：文部科学

省、国土交通省、環境省、農林水産省、一般社団法人日本マリン事業協会、公益社団法人日本ユネスコ協会連盟、NPO法人ジャッパンゲームフィッシュ協会、一般社団法人日本マリー

ナ・ビーチ協会、独立行政法人国立青少年教育振興機構 

スポーツ教材の提供 

第29回全国児童 水辺の風景画コンテスト 

 

PDCAを実践する模範的な活用事例は、当財団ホーム 

ページを通じて広く紹介 

「自然豊かな尾瀬沼の鳥や草

花」を描いた環境大臣賞作品 

ボートショー会場での入賞作

品展示 

本年度も全国で1万人以上の子どもたちが本事業を通じてスポーツを体験した 

国土交通大臣賞の表彰式（奈良県近畿大学付属小学校） 

子どもたちや教員・指導者が、楽しみながらタグラグビーを体験！ 

水辺や自然体験を促進し、感性を育む、風景画コンテスト 



スポーツ振興において多大な実績を残すとともに、その功績によって社会の活性化に貢献した「縁の下の力持

ち」的な人物・団体を表彰する本事業は、第10回目の節目を迎え、奨励賞にデフバレーボール日本代表女子チー

ムの監督、狩野美雪氏を選出。平成30年4月13日に都内で表彰式を開催しました。また、前年度受賞者（今村大

成氏、野口智博氏）の足跡や功績を広く社会に知っていただくため、当財団の特設サイト「BACK STORIES」に

て情報発信を行いました。

〒438-8501 静岡県磐田市新貝2500 TEL.0538-32-9827 FAX.0538-32-1112 

スポーツチャレンジ啓発事業

●後援：公益財団法人日本スポーツ協会、公益財団法人日本オリンピック委員会、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会

●シンポジウム後援：スポーツ庁、公益財団法人日本障がい者スポーツ協会日本パラリンピック委員会、公益財団法人日本スポーツ協会、公益財団法人日本オリンピック委員会、公益財団

法人笹川スポーツ財団、公益社団法人東京都障害者スポーツ協会、公益財団法人静岡県障害者スポーツ協会

掲載情報の詳細については、ウェブサイトをご覧ください。 

www.ymfs.jp

第10回ヤマハ発動機スポーツ振興財団スポーツチャレンジ賞 

調査研究 

受賞者（敬称略） 

第10回表彰式（平成30年4月／都

内会場）を開催 

「障害者スポーツのテレビ放送における社会発信の変化」をテーマに開催したシンポジウム 

五輪選手からの転身。指導者としてデフリンピック金メダルにチャレンジ 

競技力向上と地域現場の視点から、障害者スポーツの実態を立体的に把握 

平成29年度は、活動開始から6年目となる障害者スポーツを取り巻く社会的環境調査として、新たにテレビCFに

おける障害者スポーツの取り上げ状況の変化や、地域現場の実態に着目し、その結果を報告書「障害者スポーツ

の振興と強化に関する調査研究 ーテレビCF、大学の先進的取り組み、地域現場の実態に注目してー」にまとめ

て発行しました。また「障害者スポーツのテレビ放送における社会発信の変化」をテーマにシンポジウムを開催

し、約80名の参加者とともに活発な意見交換を行いました。その他、トップスポーツ関連テーマについては、中

長期的な観点から、次年度以降の取り組み方針をまとめてきました。 

地域での障害者スポーツの実態調査。写真はわかふじスポーツ

大会（フライングディスク競技） 

調査報告書は、各種媒体を通じて、より分かりやすく情報開示 

［奨励賞］ 狩野 美雪（かのう・みゆき）

トップ選手の経験を活かした指導で
デフバレーボール日本女子代表を金メダルに導く
デフバレーボール日本代表女子チーム 監督 

推薦者： 公益財団法人日本障がい者スポーツ協会 


